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地域評価のパラダイム
⾃然科学
研究モデル

解釈主義／
構造主義

フェミニスト
⼿法

参加型評価 理論の発
⾒

基礎 ⻄洋「科学」：
ヨーロッパ⼈、
⽩⼈、男性

⼈類学 フェミニスト研究、
パワーアナリシス

教育、地域の組織、
公衆衛⽣、⼈類学

総合的な
地域プロ
グラムの
適⽤

キーポイント 変数の制御 関わりのある⼈々へ
の継続的で密接な接
触を通した研究

歴史的に置き去り
にされた⼥性、
少⼥、少数⺠族、
従来型の⼿法には
重⼤な⽋陥がある
とする

より平等主義の
プロセスが作り出さ
れる、プロセスがす
べての⼈に関連する
ようにつくられる
⺠主化

社会Ｐは
すべてあ
る理論に
基づいて
いる。
何が必要
かを理解
するため
の鍵はそ
の理論を
識別する
こと

アプローチ 仮説演繹法、
統計学

詳細な観察、
インタビュー

⽂脈に依存する。
包括的、経験的に

Pの論理
モデル



地域評価のパラダイム（Minkler,1997とKellogg 財団1998より）

⾃然科学
研究モデル

解釈主義／構造主義 フェミニスト
⼿法

参加型評価

基礎 ⻄洋「科学」：
ヨーロッパ⼈、⽩
⼈、男性

⼈類学 フェミニスト研究、
パワーアナリシス

教育、地域の組織、公衆
衛⽣、⼈類学

キーポイント 変数の制御 関わりのある⼈々への継
続的で密接な接触を通し
た研究

歴史的に置き去りに
された⼥性、少⼥、
少数⺠族、従来型の
⼿法には重⼤な⽋陥
があるとする

より平等主義の
プロセスが作り出される、
プロセスがすべての⼈に
関連するようにつくられ
る⺠主化

アプローチ 仮説演繹法、
統計学

詳細な観察、
インタビュー

⽂脈に依存する。
包括的、経験的に関
与する、社会的な有
意識さ

実際的、有益性、能⼒付
与的

⽬的 何が起こったかを
説明し、成果と
「処理」との因果
関係を⽰すこと

プログラムの標的とプロ
グラムの意味を理解する
こと

評価のすべての側⾯
に⼥性の声を含める
こと、すべての声に
オープンであること

すべての⼈をプロセスに
活発にかかわらせること、
⼒量形成



評価の原則（Kellogg 財団1998より）

１）プログラム、活動を強化する

２）多角的なアプローチを利用する

３）現実の問題を述べることのできる評価をデザインする

４）住民参加方式のプロセスを作り出す

５）柔軟性を許容する

６）力量を形成する



評価の原則（Kellogg 財団1998より）

１）プログラム、活動を強化する

２）多角的なアプローチを利用する

３）現実の問題を述べることのできる評価をデザインする

４）住民参加方式のプロセスを作り出す

５）柔軟性を許容する

「変動的、複雑で、しばしば微妙に起こる変化するには、柔軟性を損

なわない」

６）力量を形成する

「評価の過程では成果の測定に加えて、専門家も非専門家も、携わる

人の技術、知識、態度を高めるものであるべき」



不確実（ＶＵＣＡ）社会と
レジリエンス

§



レジリエンス（ ）

再現、回復

環境、⼯学、⼼理学、地域復興等の
幅広い分野で活⽤されている





レジリエンスとは

レジリエンスとは



ロックフェラー
財団が示す
レジリエンス



ロックフェラー財団に
よる包括的な
レジリエンス概念を
富士通総研が提示



OECDで収集している
データを用いてSDGｓ
の達成度を可視化
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